

レッスン：PYR No.5
テーマ：大および小の星とそれらのポジション
PYR NO.5 KE03/M9

私の兄弟。姉妹達、
スピリット、光、火の子供達よ。私たちは常に主、絶対、主の聖性に包まれています。

　最後のレッスンでは現在のパーソナリティーは14芒星に伴われてこの実存の諸世界に入ってくると述べました。そしてそのシンボルは実存のバイブレーションに入ってくる全ての人間にとって同じです。
　大きな14芒星は、何であれLifeが提供しているものを完全に表現するステートに戻るまでに人間が達成しなければならないものを意味しています。言い換えれば、魂のセルフエピグノシスに戻るためであり、現在のパーソナリティーとして何であれ魂のセルフエピグノシスからのものを現わすためです。
　その現れのレベルに到達した現在のパーソナリティーは、現在のパーソナリティーとして留まるでしょう；魂(Soul)の中に吸収されてしまわずに。
　また全ての現在のパーソナリティーには他の小さな14芒星もあり、それは太陽神経叢に根ざしていると述べました。この小さな14芒星は、現在のパーソナリティーが大きな14芒星をマスターする助けをもたらす、潜在能力のサイクルを意味します。ですから、現在のパーソナリティーが達成すべきものを助けるのは潜在的能力、可能性のサイクルです。
　さて、また大きな五芒星と小さな五芒星についても述べました。大きな五芒星は人間のイデアフォーム、つまり人間のイデアフォームの元型を意味します。それはまた天上人のイデアフォームですが、現在のパーソナリティーがこれを達成するためには、現在のパーソナリティーが自己実現に到達する必要があります。
　小さな五芒星は五感を意味します（それが真の感覚であろうと、真の感覚の影であろうとも）。そしてなぜそれが影なのかを説明しました。なぜなら、現在のパーソナリティーが2番目のサイクルにいる間、つまり部屋のなか、現在のパーソナリティーの墓のなかにいる間、14芒星の内側の頂点が現在のパーソナリティーに触れていないからです。頂点が触れておらず、現在のパーソナリティーに触れ始めるようになるそれらの頂点は、原因・結果の法則を経験します。実際、何であれ思考・行動の仕方の結果として現在のパーソナリティーが築く結果として、（＊原因・結果の）結果が体験されることになります。ですから、経験するものは何であれ、それは影なのです。
　ですから、五感があり、それは真の感覚または影としての感覚ですが、同時に五芒星はまた能力を意味します。それによって自己実現した現在のパーソナリティーは、サイコノエティカルな成長の結果として、人間のイデアフォームの元型を使用することができるようになります。
　ですから小さな14芒星と五芒星は太陽神経叢に根ざしています。大きな五芒星は現在のパーソナリティーが守護のために使用します。それはまた引き寄せでもあり、それによって現在のパーソナリティーはそのシンボルが意味しているフォームを得るのです。
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　ですから、五芒星は守護のために使われ、現在のパーソナリティーはその大きな五芒星のなかにいます。大きな14芒星のなかにはまた五芒星のなかにいる現在のパーソナリティーも含まれます。なぜなら、現在のパーソナリティーが人間のイデアフォームの元型を使用するステートに到達するためには、現在のパーソナリティーが何であれ14芒星がその中に含んでいるものに到達する必要があるからです。それは、現在のパーソナリティーが14芒星の全てのステーションを通過し、最終的に現在のパーソナリティーが頭に14芒星を被ることを意味します。それは現在のパーソナリティーが不可視のヘルパーとして使われる準備ができていることを意味し、真剣な真理の探究者は皆それを求めるべきです。
　さて、部屋のなかには2つのサイクルがありますが、この部屋は実際に14芒星の内側の頂点の空間にあるものと一致します。
　2番目のサイクルでは14芒星の内側の頂点（＊複数）に触れています。それはまた、現在のパーソナリティーが何であれ2番目のサイクルのなかで助けとして使用するものは同時に、その空間に、14芒星の内側の諸頂点の空間にあることを意味します。
　部屋があり、14芒星内の空間があり、あなた方が既に築き、創造した3次元のシンボルがあります。それらはまず四面ピラミッドであり、それは4つのエレメントを意味します。しかし勿論、3つのエレメントだけに興味を抱いています。そして同時にこのピラミッドは現在のパーソナリティーが自己実現に到達するときに現在のパーソナリティーが達成するものを意味しています。
　何が達成されるのでしょうか？人間のイデアフォームの元型を使うことです。なぜなら、覚えているかもしれませんが、そのピラミッドの正面にあるサイドは人間のイデアフォームの元型を意味しているからです。そして勿論この光の輝きのなかにウリエルがいて、このウリエルは、エレメントとして他の3つのアークエンジェルがセルフとしての現在のパーソナリティーに提供するものを利用するのを助けます。それがウリエルの仕事です。
　ですから、四面ピラミッドがあり、また3面ピラミッドがあり、それは四面ピラミッドのなかにあります。そして四面ピラミッドの頂点は部屋の外に突き出ており、部屋のなかには含まれていません。しかし、3面ピラミッドは完全に部屋のなかにあり、それは五面ピラミッドおよび四面ピラミッドの内側にあります。全てのピラミッドはそれらのサイドを形成するのに三角形のシンボルを使います。
　全ての三角形は絶対Lifeのステートを象徴しています。あらゆる助けのなかにはLifeからの多くのものがあります。
　創造の元型に関しては、三角形はどこにあるでしょうか？小さな五芒星と14芒星は太陽神経叢にあると言いました。ハートには2つの三角形があります。下向きと上向きの三角形があり真ん中に共通の中心があります。それら2つの三角形によって、もう一つのシンボルが形成され、それは六芒星です。そしてそれら2つの三角形は同形です。下向きのものは人間のイデアフォームの元型を意味し、その三角形は天上人です。その三角形の中心は「汎宇宙的キリストロゴス絶対存在」の大きな三角形の表現です。実際、下向きの三角形はロゴスそれ自身なのです。
　上向きの三角形は実存の諸世界を通過して、存在の諸世界に入った現在のパーソナリティーを意味しています。しかし、この現在のパーソナリティーの三角形がキリスト意識に到達するためには、そうすることが必要なのでしょうか？必要ではありません。現在のパーソナリティーが自己実現、つまり最初の磔に到達すると、現在のパーソナリティーの三角形はロゴスそれ自身と同じ一致するステートに入ります。今、現在のパーソナリティーと見なされる小さな三角形はどこにあるのでしょうか、そしてどの三角形がそのステートに到達するのでしょうか？太陽神経叢に２つのシンボルがあります。
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 頭のセンターでは何があるのでしょうか？頭のセンターには小さな三角形があり、実際に六芒星を作るために移動するのはこの三角形なのです。ですから、現在のパーソナリティーが自己実現に、キリスト意識に到達し、その時初めて現在のパーソナリティーはモナドセルフ、自己実現したパーソナリティーを象徴するシンボルを持つことになります。そして現在のパーソナリティーの潜在的可能性の大きなサイクルが現わすステートに入る準備ができます。ですから、三角形によって形成された全てのサイクルにおける助けがあります。
　さて、現在のパーソナリティーがいる大きな三角形が提供するサイクルをマスターせずに自己実現に到達することは可能でしょうか？
　過去に、現在のパーソナリティーがそのなかにいる大きな三角形のエクササイズを与えました。それこそが何であれLifeが現在のパーソナリティーに与えている三角形です。言い換えれば、この大きな三角形は五芒星および14芒星の上にあります。しかし、現在のパーソナリティーがこの三角形を現わすためには、現在のパーソナリティーはまず最初に他のシンボルをマスターする必要があります。
　今、大きな三角形があり、小さな三角形が頭のセンターのなかにあります。現在のパーソナリティーが大きな三角形に到達するためには、そのパーソナリティーはまず小さな三角形にワークする必要があります。小さな三角形もまた何であれLifeが現在のパーソナリティーに提供するものを提供しますが、また実存の諸世界にあるものも。そうでなければ、その三角形はロゴスの三角形とその中心が一致することは不可能になります。
[bookmark: _GoBack]　さて、部屋、ピラミッドですが、勿論三面ピラミッドおよび五面ピラミッドという2つの助けを使用するとき、四面ピラミッドのなかでそれらを使用します。真のワークは部屋のなかではなく、四面ピラミッドのなかで行われます。そして初めに述べたように、現在のパーソナリティーは五芒星と14芒星を同時に身に纏う必要があります。ですから、4面ピラミッドのサイドは今やとても大きくなります。
　それでは私たちはどこに立っているでしょうか？それは部屋または四面ピラミッドでしょうか？部屋または四面ピラミッドの床の上に立っています。五芒星全体はそこに含まれていません。私たちは三次元のそれらのシンボルのなかに浮いているのではありません。その底面上に立っています。それらのシンボルの空間内にいます。足から上です。五芒星であれ14芒星であれ、そのシンボル全体のなかにいる自分自身を見ます。

Q：五芒星についてはわかりました。しかし14芒星についてはどうなのですか？下の頂点を見る必要があるのでしょうか？
K：例えばピラミッドの場合、下向きのものは見ませんね。あなたがその上に立っている底面をみますが、地上にあるピラミッドは見ません；わかりますか？ピラミッドの中に含まれているもの、含まれていないものを見ることができます。
Q：それでは底面を感じますが、そこに堅さがあることは感じないのでしょうか？
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 K：そのとおりです、それは堅固ではありません。それは地のエレメントではありません、それは見ません、私たちは地のエレメントにはフォーカスしません。いいですか、過去に五芒星についてこのことを述べました。詳細には話さなかったかもしれませんが。しかし今、14芒星に関しては、ピラミッドの外に出ている部分を想像することができます。

Q：それでは、（14芒）星の下部のエッジはピラミッドの底面の下にあるということですか？
K：そのとおりです。地のエレメントとつながっているとは見えませんが、しかし五芒星であれ14芒星であれ、全体のなかにそれを見ることができます。しかし、いいですか、全てのワークはこれらの助けのなかで、ピラミッドとしての助けのなかで行われます。部屋の中だけにいた時には、これらについては何も言いませんでした。なぜなら、部屋の中だけで、部屋の床の下は地のエレメントだからです。しかし、実際には部屋でさえも地のエレメントに囲まれています。
　さて、四面ピラミッドのなかにいる時には、部屋のことは完全に無視し、それらの助けのなかでワークします。そうしている時、それらのシンボルが助けとして提供しているものが得られるのです。勿論、それについては後に徐々に分析していきます。
　これら全ての助け、ピラミッドたちは部屋の床の上に置かれています。しかし、あなたがそれらの助けのなかにいる時には、部屋のことは完全に無視します。部屋はまったく考慮にいれません。ですから、ピラミッドのサイズはとても大きくなります。これらのピラミッドが含まれ、私たちの足の裏から上までもその一部分となります。

Q：星たちはピラミッドを通過して下にまでいくのですか？
K：勿論です。さもないと、もしピラミッドがそれらを完全に含まなければ、現在のパーソナリティーはシンボルのなかのある高さで浮いていることになります。これは最初のアプローチですが、勿論それをどのようにマスターするかは別問題です。

Q：小さな三角形と大きな三角形の頂点は上向きですか？
K：そうです。助けなしには大きな三角形に到達できません。
Q：肩の上にある三角形を覚えています。
K：肩の上にある三角形は人間のイデアフォームの元型を意味するステートを完全なものとします。それはまた創造界それ自体の元型をも意味します。
　しかし、この元型は現れの諸世界で何を提供するのでしょうか？大宇宙としての現れの諸世界のなかでは、中心のあるこの小さな三角形は汎宇宙的キリストロゴスによって与えられます。
　その三角形は、それ自身の現れにおける絶対存在、つまり汎宇宙的キリストロゴス絶対存在である三角形の頂点です。そして現在のパーソナリティーの大きな三角形を活性化します。

レッスンPYR05/エクササイズ１

目を閉じてあなたの心を騒がせるもの全てを解き放ちます…真っ白な自分を見ます…自分の形の境界を感じ、真っ白な五芒星のなかで守られている自分を見ます…部屋のなかで立っている自分を見ます…
　あなたの前には部屋の正面から純白の輝きがやってきて、右のサイドからは赤の輝きが、そして後ろの壁からは水色の輝き、そして左からはウルトラバイオレットの光がきて…４つの光の輝きがあなたの周りにはあります…
　正面の純白の光にフォーカスすると、徐々に人体と同じ形をした姿が作られてきます…右にフォーカスすると、また同じように赤の輝きのなかにまったく同じ姿が現れます…後ろにフォーカスするとホワイトブルーの色の姿が現れます…
　しかし、形は同じでもその姿が放つ色はそれぞれ違い、壁の色と同じです…しかしその姿の顔は見えません、輝きだけがあります…
　今これらの姿が壁から出てきて、あなたの方に近づいてきますが、壁から出てくる時にはそれは３次元の姿を帯びます。それは身体であり…それらはあなたの方に移動し、壁とあなたの位置のちょうど半分まで来ます…
　今、実際４つのエレメンタルがあり、あなたが創造した４つのエレメンタルはあなたに付き添っている４つのアークエンジェルを意味し、それらは常にあなたと一緒にいます。それらはあなたの周りの４つの異なった方向から、立ってあなたを見ています。
　さて、それらの姿は放つ光の色の違い以外はまったく同じです…しかし、それらの身体の色は純白です、それらすべての姿のベースは純白ですが、それらの姿が放つ色は壁の色の同じです…
　それでは四面ピラミッドに状態を与えます（＊イメージすること）。そして四面ピラミッドに状態を与えた瞬間、あなたの周囲で全てがもっと大きくなります…四面ピラミッドが含まれるように部屋の大きさも大きくなり、同時にあなたの周囲の４つのアークエンジェルたちもそこにあります…なぜならば、アークエンジェルの体も四面ピラミッドのなかに含まれるからです…
　さて、この四面ピラミッドの各サイドからも同じ色の輝きが出ています。そしてあなたの周囲の４つのアークエンジェルたちがあなたと共にあり、四面ピラミッドをマスターできるようにあなたを助けてくれることを願います。そうです、それら４つのアークエンジェルたちが常にあなたを助ける用意ができていることを、あなたは認識すべきです。
　さて、あなたが見ている輝きはピラミッドの壁からの光だけで、もはや部屋の壁からの光は見えません。ひとたび四面ピラミッドの中にいる自分を見出したら、徐々に部屋の壁の輝きにフォーカスするのを止めます。終わります。
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目を閉じてあなたの心を騒がせるもの全てを解き放ちます…真っ白な自分をみます…自分の形の境界を感じ、真っ白な五芒星のなかで守られている自分を見ます…同時に14芒星のなかにいる自分を見ます。14芒星の内側のポイント（頂点）の輪に触れるようにして五芒星があります…
　さて、あなたは部屋のなかにある四面ピラミッドのなかにいますが、部屋にはフォーカスしません…
　太陽神経叢の中心に五芒星があり、その周りに14芒星があります。あなたの頭のセンタから、あなたは（＊ハートのセンターの）六芒星を見ます、そして頭のセンターには小さな三角形があります…これらのセンターにフォーカスすることによって、自動的にセンターは活性化します、あなたはあたかも太陽が全方向に輝いているようにそれらのセンターを活性化します。しかし、あなたは四面ピラミッドのなかにいて、それら3つの太陽からの輝きは四面ピラミッドの中だけに広がります…3つの異なった輝きが四面ピラミッドの内側の空間をカバーしています；太陽神経叢からのホワイトブルーの輝き、ハートの太陽からのホワイトピンクの輝き、頭の太陽からの金色の輝き。各色は互いに他の色のなかにも広がっていますが、色が混ざりあって変化することはありません…
　さて、同時に四面ピラミッドからの輝きも見ます…正面からは純白の光、右からは赤の光、後ろからは水色の光、そして左からはウルトラバイオレットの光です。
　それでは4つのアークエンジェルの体に状態を与えますが、四面ピラミッドの大きさを変える必要はありません…なぜなら、とても大きくなっているので変える必要はないのです。4つのアークエンジェルはあなたの周りに距離を置いて立っていて、あなたに提供する助けとしてそれぞれの色を放っています…
　それらのアークエンジェルは実際にあなたの現在のパーソナリティーを助けますが、あなたの肉体に関しては何もしません…徐々にそれらのアークエンジェルたちは何であれ彼らがあなたに提供する助けを与える用意ができています…何も動きはありませんが、しかしアークエンジェルたちにあなたを助ける用意ができているのを感じます。あなたはそれを感じる必要があります、アークエンジェルたちの意図を感じます…
　アガピおよび最愛のお方の祝福があなたと共に、あなたの家庭、あなたの愛する人達、そして世界全体にありますように。終わります。

Q：光の輝きを見ている時でも、五芒星、三角形、そして六芒星を見るのですか？
K：そうです、なぜなら、それがあなたの状態だからです。ひとたびあなたがそれらを創造したら、それはあなたの状態、ヒポスタシスとなるからです。あなたの肉体だけがあなたの唯一のヒポスタシスではなく、それら複数のヒポスタシスを持つのです。前に述べたように歩いている時も、あちこち移動している時でもあなたは五芒星のなかにいるのです。
　小さな光の輝きを見るのはとても困難なことですが、しかし成功するか否かにかかわらずそれを見るように努力します。しかし、センターを活性化するためには、まずそれらを見て、それから太陽を活性化させます。
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